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毎週１都市�
オープンデータに取り組み始めている�

出典：h"p://fukuno.jig.jp/2014/opendatamapodp	
  	


166  都市�4+  都市�

オープンガバメント推進協議会�
発⾜足�

2013.4.1� 2015.11.29�2年年8ヶ⽉月�
（973⽇日）�

+1都市/6⽇日�



毎⽉月１ヶ国以上�
Open  Government  Partnershipに参加している	
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2011.9� 2015.11�4年年3ヶ⽉月�
（51⽉月）�

69ヶ国�8  ヶ国� +1.2国/1⽉月�

•  ブラジル	
  
•  インドネシア	
  
•  メキシコ	
  
•  ノルウェイ	
  
•  フィリピン	
  
•  南アフリカ	
  
•  英国	
  
•  米国	
  

出典：h"p://www.opengovpartnership.org/	
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Ø  公共機関が、税⾦金金で作り、管理理している、原則全て

のデータを、機械判読可能な形で公開し、営利利・⾮非

営利利を問わず、その利利⽤用・再利利⽤用を可能とすること

によって、新たな価値を創出して⾏行行こうとする世界

的な動き。�

 　オープンデータ：狭義から広義へ�

公共機関であるか⺠民間機関であるかを問わず、�

公共機関が、税⾦金金で作り、管理理している、�



情報公開  vs.  オープンデータ�

•  情報公開制度度は、多くの国々で整備済。⽇日本では
「⾏行行政機関の保有する情報の公開に関する法律律」
（1999年年）。申請を受けて開⽰示する受け⾝身の仕
組み。�

•  オープンデータでは、税⾦金金で⽣生み出された情報は、
国⺠民の資産であり、⾏行行政はその情報を預かってい
る管理理⼈人。そもそも⾏行行政が保有している情報の所
有者は国⺠民であって、常に利利⽤用可能な状態
（Open  by  Default）になっているべきという
考え⽅方。  �
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Dr.	
  Rufus	
  Pollock	
  
President,	
  Founder	
  
Open	
  Knowledge	
  

h"p://blog.okfn.org/2007/11/07/give-­‐us-­‐the-­‐data-­‐raw-­‐and-­‐give-­‐it-­‐to-­‐us-­‐now/	
  	


生データを出して欲しい	
  
いますぐに出して欲しい	
  

	
  
データにこそ価値があるんだ、

インターフェイスの美しさは２

の次だ。	
  
我々が欲しいのは生データだ、

我々はいま欲しいんだ。	
  

2007年11月7日	
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生データを いますぐに	
  
Raw	
  Data	
  Now	
  

	
  
もう一度、インターネットの

世界を作り変えたい。	
  
手伝って欲しい。	
  

TED	
  2009年2月	
Dr.	
  Tim	
  Berners-­‐Lee	
  
Inventor	
  

World	
  Wide	
  Wed	
  
Director,	
  Founder	
  

World	
  Wide	
  Web	
  ConsorOum	
  
(W3C)	
  

	
  

h"ps://www.ted.com/talks/Om_berners_lee_on_the_next_web?language=ja	
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Wikinomics�
（カナダの倒産しかかっていた⾦金金
鉱⼭山会社）ゴールドコープは、
社内秘であった地質データをイ
ンターネットで公開し、57万
5000ドルの賞⾦金金をかけて新しい
⾦金金鉱脈の位置を世界中に尋ねた。
すると、110カ所の鉱脈の位置
が⽰示唆され、その半数はゴール
ドコープが気づいておらず、ま
た、その80％で実際に⾦金金が⾒見見つ
かり、発⾒見見された⾦金金の総量量は
250トンに上った。              2006�

Don	
  Tapsco;	
  
Author	
  

Wikinomics:	
  	
  
How	
  Mass	
  CollaboraOon	
  	
  
Changes	
  Everything	
  

h"p://www.wikinomics.com/book/	
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Dr.	
  Beth	
  Noveck	
  
Professor,	
  New	
  York	
  Univ.	
  
Director,	
  Governance	
  Lab.	
  

Former	
  Deputy	
  CTO,	
  US	
  Gov.	
  
Author,	
  Wiki	
  Government	
  

透明性とオープンガバメント	
  
（オバマ大統領から閣僚へのメモ）	
  

•  政府は国民が政府の活動や

決定をオンラインで利用可能

にすべき（透明性）	
  

•  政府は国民が政策決定に参

加できるより多くの機会を提

供するべき（参加）	
  

•  政府は革新的ツールを使って、

非営利組織、企業、個人と協

働すべき（協働）	
  

2009年2月24日	


h"ps://www.ted.com/talks/beth_noveck_demand_a_more_open_source_government?language=ja	
  	


h"ps://www.whitehouse.gov/the_press_office/TransparencyandOpenGovernment 	

h"ps://www.whitehouse.gov/open/about	
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“Give	
  Us	
  the	
  Data	
  
Raw,	
  and	
  Give	
  it	
  to	
  
Us	
  Now”,	
  Rufus	
  	
  
Pollock,	
  	
  
Nov.	
  2007.	
  	


“RAW	
  DATA	
  
NOW”,	
  Tim	
  
Berners-­‐Lee,	
  
Feb.	
  2009.	


DATA.GOV.UK,	
  
Andrew	
  Sto",	
  
Former	
  Deputy	
  
CIO	
  of	
  UK.	
  Gov.	


DATA.GOV,	
  Vevek	
  
Kundra,	
  Former	
  CIO	
  
of	
  US	
  Gov.	


WIKI	
  GOVERNMENT,	
  
Beth	
  Noveck,	
  Former	
  
Deputy	
  CTO	
  of	
  US	
  Gov.,	
  
2009.	


Wikinomics,	
  Don	
  
Tapsco",	
  2008.	


Open	
  Government	
  
Direc=ve,	
  President	
  
of	
  US	
  Gov.,	
  2009.	


Le?er	
  to	
  Government	
  
departments	
  on	
  
opening	
  up	
  data,	
  
David	
  	
  
Cameron,	
  	
  
PM	
  of	
  	
  
UK	
  Gov.,	
  
	
  2010.	


US	


UK	


「オープンデータ」を動かしてきた⼈人々�

The	
  Power	
  
of	
  
InformaOon	
  
Task	
  Force	
  
Launched,	
  	
  
Mar.	
  	
  
2008.	
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h"p://blog.okfn.org/2013/06/18/g8-­‐highlights-­‐open-­‐data-­‐as-­‐crucial-­‐for-­‐governance-­‐and-­‐growth/	
  	




ロックアーンサミットにおける�
G8⾸首脳コミュニケ(2013.6.18から抜粋）�

�
46.    オープンな政府データは，情報時代の不不
可⽋欠な資源である。データを公共の場に移
すことは，市⺠民の⽣生活を向上させ，また，
これらデータへのアクセスを拡⼤大すること
は，イノベーション，経済成⻑⾧長及び良良い雇
⽤用の創出を促進し得る。（略略）�
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  h"p://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/page4_000099.html 	
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データは誰のものか?�

h"p://opendata.insOtute/who-­‐owns-­‐our-­‐data-­‐infrastructure	
  	




我々は、�
データの共有とガバナンスのための
適切切なフレームワークを必要として
いる�
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国のオープンデータ政策の流流れ�
2012.    7.    4�  　電⼦子⾏行行政オープンデータ戦略略（IT総合戦略略本部決定）�

2013.    5.24�  　オープンデータ推進のためのロードマップ（同本部決定）�

2013.    6.25   　 　�� 　⼆二次利利⽤用の促進のための府省省のデータ公開に関する� 　基本的考え⽅方（府省省CIO連絡会議決定）�

2013.    6.14�  　世界最先端IT国家創造宣⾔言（同本部決定）�

2013.10.29�  　オープンデータ憲章アクションプラン（同連絡会議決定）�

2013.12.20�  　政府データカタログ試⾏行行版（内閣官房IT総合戦略略室）�

2014.    6.19�  　政府標準利利⽤用規約（第1.0版）（同連絡会議決定）�

2014.  7.  31�  　オープンデータ化ガイド  第１版� 　（オープンデータ流流通推進コンソーシアム）�

2014.10.1�  　政府データカタログ本格版（内閣官房IT総合戦略略室）�

2015.2.12�  　地⽅方公共団体オープンデータ推進ガイドライン（同上）�

“� 　 オープンデータをはじめよう  （同上）�
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電⼦子⾏行行政オープンデータ戦略略の概要�

平成24年年7⽉月ＩＴ戦略略本部決定�

①透明性・信頼性向上 　 　→⾏行行政の透明性の向上、⾏行行政への国⺠民からの信頼性の向上�
②国⺠民参加・官⺠民協働推進→創意⼯工夫を活かした公共サービスの迅速かつ効率率率的な提供、ニーズ

や価値観の多様化等への対応�

③経済活性化・⾏行行政効率率率化→我が国全体の経済活性化、国・地⽅方公共団体の業務効率率率化、⾼高度度化�
�
�
【基本原則】    �
①政府⾃自ら積極的に公共データを公開すること�
②機械判読可能で⼆二次利利⽤用が容易易な形式で公開すること�
③営利利⽬目的、⾮非営利利⽬目的を問わず活⽤用を促進すること�
④取組可能な公共データから速やかに公開等の具体的な取組に着⼿手し成果
を確実に蓄積していくこと�

◆ 　戦略略の意義・⽬目的�

◆ 　基本的な⽅方向性�

16	
  h"ps://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/pdf/120704_gaiyou.pdf	
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政府データカタログサイト本格版の運⽤用開始�

利利⽤用規約において、�
①コンテンツの２次利利⽤用可能性を確保（間も無く国際標準準拠に移⾏行行）�
②ユーザー責任（公表者側の無保証）を明記�

h"p://www.data.go.jp/	
  	




18	
h"p://library.muroran.opendata.arcgis.com/ 	




h"p://chibarepo.force.com/CBC_VF_WebReportMap 	
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20	
h"p://www.bodik.jp/	
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h"p://code4japan.org/	
  	


旺盛なオープンデータ・市⺠民・⾏行行政・企業コミュニティ活動�

2013.10.23  設⽴立立�

Linked	
 open	
 data	
 challenge	
 

2014.９.29  設⽴立立  �

h"p://www.vled.or.jp/	
  	


h"p://okfn.jp/	
  	


h"p://lodc.jp/2015/concrete5/index.php	
  	


2011.3.4設⽴立立�



オープンデータは�
これからどこへ向かうのか？�

�
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成果から遡って、end-‐‑‒to-‐‑‒endで�
価値を⽣生み出す情報の流流れを設計しよう�

原油�

精製装置・�
フィルター�油井�

ガソリン� 灯油�

ポリエステル�

シェール�
ガス� ⽯石炭�

⽅方向性①：公開からインパクトへ�
〜～期待（供給）主導から成果（需要）主導へ〜～�
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バックキャスティング�
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課題がある状態（現状）�

将来�

1.  まず、将来の「あるべき姿」を描写する�
2.  「あるべき姿」から現状を振り返る（バックキャスティング）�
3.  「あるべき姿」に向かって⼀一歩⼀一歩距離離を縮める�

将来のあるべき姿�
（課題が解決された状態）�

を考える�

地⽅方創⽣生？�
医療療費抑制？�
地球温暖化防⽌止？�
…�



⽅方向性②：透明性、説明責任、市⺠民協働の視点も
包んだ包括的な展開へ�

公共	
  
主導	


民間	
  
主導	


経済性	


社会性	
  
政治性	


Open	
  
Data	


Big	
  
Data	


Personal	
  
Data	


• 情報政策	
  
• 情報システム	
  
• 産業振興・観光	
  
• 知事・市長公室	


Open	
  
Data	
 • 総合政策	
  

• 広報・広聴	

• 情報公開	
  
• 行政改革	
  

25	




⽅方向性③：データ需給のマッチング活動を�
⽇日常業務に組み込んで⾏行行こう（OCDCモデル・CMS組込）�

①情報開放・
発信	
  	
  

Open	
  by	
  Default	
  

②市民意見・　　	

　　提案の募集	
  
Call	
  for	
  Proposals	
  

③対話	
  
Dialogue 	


④協働	
  
Collaboration	
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①データ
生成	


②集計・	

整理	


③編集・パッケー
ジング・分析	


④マーケティング	

・配送・可視化	


 　⽅方向性④：エコシステムを形成しよう�
（データが顧客に届くプロセスに⺠民間⼒力力を巻き込んでいこう）�

ICTインフラストラクチャー	


公共的機関が	

保有する	


「生データ」	

付加価値なし	


エンドユーザーに	

届けられる	

「最終製品」	

高付加価値	


子育て	


行政	
 民間	


健康づくり	


高齢者介護	


環境	


生活保護	


・・・・・	
 ・・・・・・・・・	


消防・救急	
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⽅方向性⑤：情報共有フレームワーク作り�
（グレー領領域情報のフィルタリングはしっかりと）�
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オープンガバメント推進協議会の�
皆さんへの期待�

1.  公開請求や問合せの多い情報は公開してしまおう
（情報公開条例例の改正？）�

2.  ⼦子育て、介護、健康づくり、環境など重点課題に
焦点を当てて具体の効果を⽣生み出し、発信しよう�

3.  共有されずに活かされていないデータをなくそう
（知らないで損する市⺠民・企業をなくそう）�
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オープンガバメント推進協議会の皆さんへの提案�
⽇日本版  Y-‐‑‒Combinator  を⽴立立ち上げてほしい�

h"ps://www.ycombinator.com/	
  	
 30	
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最後に、インパクト創出の鍵は�
「あるべき姿」に向かって�

活かされていない資源を効果的・効率率率的に�
コーディネートする⼒力力�

成果から逆算して考えよう�



街には可能性を秘めたデータが沢⼭山ある�
⾃自治体はより強いコーディネーション⼒力力を！�

港湾管理理�

施設管理理�

海岸保全と船舶�

⾶飛⾏行行機�

博物館�

政府・⾃自治体�

警備�

観光�

電波管理理�

インフラ管理理�

ごみ収集�

景観設計�

信号�

⾦金金融機関�
電気・ガス�

救急救命�

防衛�

農業�

経済開発�

教育�
公園・レクリエーション�

医療療福祉�

商業�

標識識管理理�

⼟土地台帳�

  出典：ESRI�32�



Thank  you!�

hkawashima@sk.tsukuba.ac.jp  �
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